
○
一

般
住

宅
へ

住
所

地
特

例
を

適
用

拡
大

す
る

と
、

高
齢

者
が

他
自

治
体

に
転

出
超

過
と

な
っ

て
い

る
約

６
割

の
都

道
府

県
に

お
い

て
、

負
担

増
と

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
※

住
民

基
本

台
帳

の
動

き
で

は
、

2
4
都

道
府

県
に

お
い

て
6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

が
転

出
超

過
。

※
北

海
道

、
青

森
県

、
島

根
県

、
愛

媛
県

、
愛

知
県

な
ど

で
も

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

が
転

出
超

過
。

○
ま

た
、

県
内

で
も

、
地

域
の

中
核

都
市

で
働

く
子

供
が

周
辺

の
町

村
部

か
ら

親
を

呼
び

寄
せ

る
な

ど
、

地
方

の
町

村
部

か
ら

地
域

の
中

核
都

市
に

移
住

す
る

場
合

に
は

、
町

村
部

の
負

担
増

と
な

っ
て

し
ま

う
。

○
過

去
の

住
所

地
の

保
険

者
が

按
分

し
て

負
担

す
る

仕
組

み
を

構
築

し
た

ら
ど

う
か

と
い

う
提

案
が

あ
る

が
、

最
初

の
住

所
地

市
町

村
か

ら
転

出
後

の
住

民
の

転
入

出
の

状
況

を
ず

っ
と

追
い

続
け

る
仕

組
み

を
全

市
町

村
で

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
市

町
村

の
業

務
に

過
度

な
負

担
と

混
乱

が
生

じ
る

こ
と

と
な

る
。

⇒
住

所
地

特
例

は
、

介
護

保
険

制
度

上
極

め
て

例
外

的
な

措
置

で
あ

り
、

住
宅

ま
で

制
度

を
拡

大
す

る
こ

と
は

自
治

体
の

責
任

の
押

し
付

け
合

い
と

な
り

、
か

え
っ

て
介

護
保

険
制

度
の

安
定

性
を

揺
る

が
せ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

住
所

地
特

例
の

適
用

拡
大

は
困

難
で

あ
る

。

○
ご

意
見

の
真

意
は

、
高

齢
者

の
移

住
先

自
治

体
の

保
険

財
政

を
安

定
化

さ
せ

る
こ

と
に

あ
る

。

○
介

護
保

険
で

は
、

公
費

負
担

や
4
0
～

6
4
歳

の
若

者
世

代
の

2
号

保
険

料
に

よ
る

負
担

が
保

障
さ

れ
て

お
り

、
さ

ら
に

１
号

保
険

料
の

負
担

が
増

加
し

な
い

よ
う

、
調

整
交

付
金

に
よ

り
市

町
村

間
で

の
7
5
歳

以
上

の
加

入
割

合
と

所
得

の
差

を
全

国
調

整
し

て
い

る
。

○
こ

の
た

め
、

高
齢

者
が

移
住

す
る

自
治

体
を

支
援

す
る

観
点

か
ら

、
特

に
年

齢
が

高
い

高
齢

者
が

多
い

自
治

体
に

よ
り

き
め

細
か

く
配

分
で

き
る

よ
う

、
現

行
の

調
整

交
付

金
の

配
分

効
果

を
検

証
し

つ
つ

、
次

期
制

度
改

正
に

向
け

調
整

交
付

金
の

配
分

方
法

を
見

直
す

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

１
．
一
般
住
宅
へ
の
住
所
地
特
例
適
用
拡
大
・
移

住
前
の
居
住
期
間
に
応
じ
た

介
護
費
用
の
按
分
に
つ
い

て

○
介

護
保

険
制

度
に

お
け

る
住

所
地

特
例

制
度

の
適

用
対

象
に

一
旦

出
身

地
等

に
住

宅
を

定
め

た
後

に
施

設
入

所
や

在
宅

サ
ー

ビ
ス

が
必

要
に

な
っ

た
場

合
等

も
含

め
る

こ
と

。

○
介

護
が

必
要

に
な

っ
た

場
合

に
、

移
住

前
自

治
体

に
お

け
る

居
住

期
間

に
応

じ
て

介
護

保
険

の
住

所
地

特
例

制
度

の
対

象
と

す
る

な
ど

、
介

護
費

用
を

移
住

前
の

自
治

体
が

負
担

す
る

制
度

的
な

仕
組

み
を

講
じ

る
こ

と
。

提
案

の
概

要

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

1

2
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○
介

護
保

険
に

お
い

て
は

、
地

域
保

険
の

考
え

方
か

ら
、

住
民

票
の

あ
る

市
町

村
が

保
険

者
と

な
る

の
が

原
則

。
○

そ
の

原
則

の
み

だ
と

介
護

保
険

施
設

等
の

所
在

す
る

市
町

村
に

給
付

費
の

負
担

が
偏

っ
て

し
ま

う
こ

と
か

ら
、

施
設

等
の

整
備

が
円

滑
に

進
ま

な
い

お
そ

れ
が

あ
る

。
○

こ
の

た
め

、
特

例
と

し
て

、
施

設
に

入
所

す
る

場
合

に
は

、
住

民
票

を
移

し
て

も
、

移
す

前
の

市
町

村
が

引
き

続
き

保
険

者
と

な
る

仕
組

み
（
住

所
地

特
例

）
を

設
け

て
い

る
。

＜
現
在
の
対
象
施
設
等
＞

(1
)
介
護
保
険
３
施
設

(2
)
特
定
施
設
（
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
除
く
。
）

・
有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム

・
軽
費
⽼
⼈
ホ
ー
ム

(3
)
養
護
⽼
⼈
ホ
ー
ム

住
所

Ｂ
市

住
⺠
税
、
⾏
政
サ
ー
ビ
ス
、
選
挙
権

Ｂ
市

介
護
保
険
の
保
険
者

Ａ
市

介
護
保
険
料
、
保
険
給
付

Ａ
市

＜
制
度
概
要
＞

Ｂ
市

Ａ
市

①
⼊
所

住
⺠

有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム

（
サ
⾼
住
含
む
）

特
養
な
ど

⼀
般
住
宅

施
設
サ
ー
ビ
ス

②
費
⽤
請
求

⾃
宅

（
参
考
）

有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム
：
住
ま
い
と
⾷
事
や
⽣
活
⽀
援
サ
ー
ビ
ス
を
⼀
体
で
提
供
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
も
同
⼀
事
業
者
が
提
供
す
る
場
合
が
多
い
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
⾼
齢
者
向
け
住
宅
：
「
安
否
確
認
」
や
「
⽣
活
相
談
」
の
提
供
が
必
須
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
外
部
の
事
業
者
が
提
供
す
る
。

（
参
考
資
料
１
）
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
に
つ
い
て

2

3



○
住

所
地

特
例

の
一

般
住

宅
等

へ
の

拡
大

は
、

そ
の

住
宅

に
居

住
す

る
住

民
に

係
る

費
用

負
担

を
、

移
住

前
の

他
の

自
治

体
に

転
嫁

す
る

こ
と

を
意

味
し

て
い

る
。

住
所

地
特

例
拡

大
の

意
味

（
参
考
資
料
２
）
高
齢
移
住
者
に
係
る
一
般
住
宅
へ
の
住
所
地
特
例
拡
大
の
ご
意
見
に
つ
い
て

Ｂ
市

（
地
⽅
）

Ａ
市

（
都
市
）

①
移
住

有
料
⽼
⼈
ホ
ー
ム

（
サ
⾼
住
含
む
）

特
養
な
ど

⼀
般
住
宅

施
設
サ
ー
ビ
ス

③
費
⽤
請
求

⾃
宅

②
⼊
所

③
費
⽤
請
求

【
提
案
の
イ
メ
ー
ジ
】

更
に

、
移

住
前

自
治

体
が

複
数

あ
る

場
合

に
居

住
期

間
に

応
じ

て
按

分
し

て
は

ど
う

か
と

い
う

提
示

の
イ

メ
ー

ジ 別
の

⾃
治
体

⾃
宅

費
⽤
を
按
分

移
住

3

4



（
参
考
資

料
３
）
都
道
府
県
別
転
入
・
転
出
超
過
の
市
町
村
数

○
全

国
の

６
割

弱
の

市
町

村
が
65

歳
以

上
に

つ
い

て
転

出
超

過
と

な
っ

て
い

る
。

資
料
：
住
民
基
本

台
帳

人
口

移
動

報
告

平
成
2
6
年

結
果

4

5



（
参
考

資
料
４
）
65
歳
以
上
の
都
道
府
県
別
転
入
超
過
数

青
：
転

入
超

過
赤

：
転

出
超

過

○
65

歳
以

上
の

転
出

超
過

都
道

府
県

は
２

４
都

道
府

県
あ

り
、

三
大

都
市

圏
以

外
に

も
相

当
程

度
あ

る
。

（
人

）

資
料

：
住
民

基
本

台
帳

人
口

移
動

報
告

平
成
2
6
年

結
果

5

6



（
参
考
資
料
５
）
Ａ
県
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
県
内
転
入
超
過
数

○
県

内
で

も
、

市
部

と
郡

部
で

転
入

・
転

出
の

い
ず

れ
が

超
過

し
て

い
る

か
分

か
れ

て
い

る
。

○
市

部
に

お
い

て
は

、
県

庁
所

在
市

に
転

入
が

集
中

し
て

い
る

一
方

、
郡

部
に

お
い

て
は

、
転

入
超

過
と

転
出

超
過

の
自

治
体

が
そ

れ
ぞ

れ
存

在
し

て
い

る
と

い
う

特
徴

も
あ

る
。

出
典

：
住

民
基

本
台

帳
人

口
移

動
報

告
平

成
２

６
年

結
果

転
入

超
過

自
治

体
1
2

転
出

超
過

自
治

体
2
0

6

6
5
歳

以
上

合
計

市
部

6
9

郡
部

-
6 J

郡
-
9

K
郡

3

L
郡

-
6

M
郡

-
1
8

N
郡

-
2
8

O
郡

6
4

P
郡

-
2
0

Q
郡

8

市
部

の
詳

細
郡

部
の

詳
細

市
部

と
郡

部
の

比
較

（
参

考
）
A県

内
の

転
入

・
転

出
超

過
自

治
体

数

Ｂ
市

（
県

庁
所

在
市

）
1
1
5

Ｃ
市

-
2

Ｄ
市

-
9

Ｅ
市

2

Ｆ
市

1
7

Ｇ
市

9

Ｈ
市

-
1
1

Ｉ市
-
5
2

（
人

）

（
人

）
（
人

）

7



・
第
1号

被
保
険
者
に
占
め
る
75
歳
以
上
の

⾼
齢
者
の
割
合
、
所
得
段
階
別
の
割
合
等

に
応
じ
て
調
整
交
付

第
1号

保
険

料
【

65
歳
以
上
】

22
％

（
2.

1兆
円

）

国
庫

負
担

金
【

調
整

交
付

金
】

5％
（

0.
5兆

円
）

国
庫

負
担

金
【

定
率

分
】

20
％

（
1.

7兆
円

）

都
道

府
県

負
担

金
12

.5
％

（
1.

4兆
円

）

・
第

2号
保
険
料
の
公
費
負
担
（

0.
6兆
円
）

協
会
け
ん
ぽ
（
国
：

0.
1兆
円

16
.4

%
）

国
保
（
国
：

0.
4兆
円

都
道
府
県
：

0.
1兆
円
）

・
第

1号
・
第

2号
保
険
料
の
割
合
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
（

3年
）

ご
と
に
、
⼈
⼝
で
按
分

（
27

年
度
予
算

介
護
給
付
費
：

9.
4兆

円
）

総
費
用
ベ
ー
ス
：

10
.1
兆
円

・
施
設
の
給
付
費
の
負
担
割
合

国
庫
負
担
⾦
（
定
率
分
）
15
％

都
道
府
県
負
担
⾦
17
.5
％

市
町

村
負

担
金

12
.5
％

（
1.

2兆
円

）

第
2号

保
険

料
【

40
〜

64
歳
】

28
％

（
2.

6兆
円

）

公
費

50
％

保
険
料

50
％

平
成

２
７

年
度

か
ら

保
険

料
の

低
所

得
者

軽
減

強
化

に
別

枠
公

費
負

担
の

充
当

を
行

い
、

こ
の

部
分

が
公

費
（
国

・
都

道
府

県
・
市

町
村

）
と

な
る

7
※

数
値

は
端

数
処

理
を

し
て

い
る

た
め

、
合

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

（
参
考
資
料
６
）
介
護
保
険
の
財
源
構
成
と
規
模

8



要
介

護
認

定
率

に
約

７
．

２
倍

の
差

（
※

）
調

整
交

付
金

の
計

算
方

法
各

市
町

村
の

普
通

調
整

交
付

金
の

交
付

額
＝

当
該

市
町

村
の

標
準

給
付

費
額

×
普

通
調

整
交

付
金

の
交

付
割

合
（
％

）

普
通

調
整

交
付

金
の

交
付

割
合

（
％

）
＝

２
７

％
－

（
２

２
％

×
後

期
高

齢
者

加
入

割
合

補
正

係
数

×
所

得
段

階
別

加
入

割
合

補
正

係
数

）

国
庫

負
担

金

20
%

都
道

府
県

負
担

12
.5

%
市

町
村

負
担

12
.5

%

第
２

号
保

険
料

29
%

調
整

交
付

金
平

均
5%

１
．

後
期

高
齢

者
と

前
期

高
齢

者
の

比
率

の
違

い

・
前

期
高

齢
者

（
６

５
歳

～
７

４
歳

）
：
認

定
率

約
４

．
４

％

・
後

期
高

齢
者

（
７

５
歳

以
上

）
：
認

定
率

約
３

１
．

７
％

後
期

高
齢

者
の

構
成

割
合

が
大

き
い

市
町

村
→

保
険

給
付

費
が

増
大

→
調

整
し

な
け

れ
ば

、
保

険
料

が
高

く
な

る

２
．

被
保

険
者

の
所

得
水

準
の

違
い

所
得

の
高

い
高

齢
者

が
相

対
的

に
多

い
市

町
村

→
調

整
し

な
け

れ
ば

、
同

じ
所

得
で

も
、

保
険

料
は

低
く
て

す
む

所
得

の
低

い
高

齢
者

が
相

対
的

に
多

い
市

町
村

→
調

整
し

な
け

れ
ば

、
同

じ
所

得
で

も
、

保
険

料
は

高
く
な

る

【
調

整
交

付
金

の
役

割
】

・
保

険
者

の
給

付
水

準
が

同
じ

で
あ

り
、

・
収

入
が

同
じ

被
保

険
者

で
あ

れ
ば

、
保

険
料

負
担

額
が

同
一

と
な

る
よ

う
調

整
す

る
も

の
。

後
期
高
齢
者
(7
5歳

以
上
)が

多
い

保
険
者

低
所
得
の
高
齢
者
が
多
い
保
険
者

A町

第 １ 号 保 険 料

調
整

交
付

金
の

財
政

調
整

の
例

第 １ 号 保 険 料

後
期
高
齢
者
が
少
な
い
保
険
者

低
所
得
の
高
齢
者
が
少
な
い
保
険
者

B市

調
整

交
付

金
な

し

「
後

期
高

齢
者

比
率

が
高

い
こ

と
に

よ
る

給
付

増
」
と

、
「
被

保
険

者
の

所
得

水
準

が
低

い
こ

と
に

よ
る

収
入

減
」
を

、
国

庫
負

担
金

２
５

％
の

う
ち

５
％

分
を

用
い

て
財

政
調

整
。

市
町

村
間

の
財

政
力

の
差

を
解

消
。

第
1号

保
険

料
平

均
22
%

8

28
%

調
整

交
付

金
が
5%

で
あ

れ
ば

、
11
,2
00

円

実
際

は
6,
20
0円

調
整

交
付

金
を

多
く

（
14
.5
%

）
支

給

調
整

交
付

金
5%

が
出

れ
ば

、
4,
05
0円

実
際

は
、
4,
95
0円

（
参
考
資
料
７
）
調
整
交
付
金
に
よ
る
財
政
調
整

9



○
首

都
圏

に
住

む
出

身
地

に
ゆ

か
り

の
あ

る
高

齢
者

が
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
に

登
録

さ
れ

た

空
き

家
等

へ
里

帰
り

す
る

場
合

に
、

必
須

サ
ー

ビ
ス

（
安

否
確

認
・
生

活
相

談
）
の

み
の

場
合

も
住

所
地

特
例

制
度

の
対

象
と

す
る

こ
と

。

２
．

必
須
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
へ
の
住
所
地
特
例

適
用
拡
大
に
つ
い
て

提
案

の
概

要

○
必

須
サ

ー
ビ

ス
の

み
を

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
は

、
介

護
、

食
事

の
提

供
な

ど
を

し
て

い

な
い

た
め

に
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

は
該

当
し

な
い

。
そ

う
な

る
と

、
一

般
の

賃
貸

住
宅

と
同

じ
性

質
の

も
の

で

あ
る

こ
と

か
ら

、
特

定
の

市
町

村
へ

の
負

担
の

偏
り

を
是

正
す

る
住

所
地

特
例

に
は

な
じ

ま
な

い
と

考
え

る
。

○
一

般
住

宅
へ

住
所

地
特

例
を

拡
大

す
る

こ
と

は
、

現
在

、
高

齢
者

が
他

自
治

体
に

転
出

超
過

と
な

っ
て

い
る

約
６

割
の

都
道

府
県

や
、

都
道

府
県

内
で

転
出

超
過

と
な

っ
て

い
る

市
町

村
に

お
い

て
、

さ
ら

な
る

負
担

増
を

招
く

お
そ

れ
が

あ
る

。

○
住

宅
ま

で
制

度
を

拡
大

す
る

こ
と

は
自

治
体

の
責

任
の

押
し

付
け

合
い

と
な

り
、

か
え

っ
て

介
護

保
険

制
度

の

安
定

性
を

揺
る

が
せ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

住
所

地
特

例
の

適
用

拡
大

は
困

難
で

あ
る

。

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方

9
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有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

す
る

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅

○
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

の
事

業
者

が
、

有
料

老
人

ホ
ー

ム
の

要
件

と
な

っ
て

い
る

「
①

食
事

の
提

供
」
「
②

介
護

の
提

供
」
「
③

家
事

の

供
与

」
「
④

健
康

管
理

の
供

与
」
の

い
ず

れ
か

を
「
住

宅
事

業
の

一
部

と
し

て
」
実

施
し

て
い

る
場

合
、

そ
の

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
は

「
有

料
老

人
ホ

ー
ム

」
に

該
当

す
る

こ
と

と
な

る
。

○
住

宅
事

業
者

の
希

望
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
上

記
４

サ
ー

ビ
ス

の
ど

れ
か

一
つ

で
も

提
供

し
て

い
れ

ば
、

そ
の

住
宅

は
有

料
老

人
ホ

ー
ム

と
な

り
、

老
人

福
祉

法
の

指
導

監
督

の
対

象
と

な
る

。

健
康

管
理

任
意

サ
ー

ビ
ス

（
有

料
老

人
ホ

ー
ム

サ
ー

ビ
ス

）

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

し
な

い
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
と

し
て

の
義

務
付

け
サ

ー
ビ

ス

提
供

す
る

提
供

し
な

い

状
況

把
握

・
生

活
相

談
サ

ー
ビ

ス
10
0%

―

食
事

の
提

供
サ

ー
ビ

ス
94

.7
%

5.
3%

入
浴

等
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

47
.3
%

52
.7
%

調
理

等
の

家
事

サ
ー

ビ
ス

50
.4
%

49
.6
%

健
康

の
維

持
増

進
サ

ー
ビ

ス
59
.5
%

40
.5
%

老
人

福
祉

法
の

指
導

監
督

対
象

実
際

の
登

録
情

報
（
H

26
.3

末
時

点
）

※
併

設
施

設
等

か
ら

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

ケ
ー

ス
が

含
ま

れ
て

い
る

場
合

が
あ

る
。

食
事

の
提

供
生

活
相

談
安

否
確

認
家

事
の

供
与

介
護

の
提

供

（
参
考
資
料
８
）
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
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有
料

老
人

ホ
ー

ム
と

の
均

衡
を

踏
ま

え
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
の

う
ち

、
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

状
況

が
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
該

当
す

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
住

所
地

特
例

を
平

成
2
7
年

４
月

か
ら

適
用

し
て

い
る

。

介
護

、
食

事
の

提
供

、
洗

濯
、

掃
除

等
の

家
事

、
健

康
管

理
の

少
な

く
と

も
い

ず
れ

か
を

提
供

安
否

確
認

、
生

活
相

談
サ

ー
ビ

ス
の

み
を

提
供

※
サ

付
き

住
宅

の
94

％
は

食
事

提
供

あ
り

（
参
考
資
料
９
）
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
と
住
所
地
特
例

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅

有
料

老
人

ホ
ー

ム
に

該
当

し
な

い
（
食

事
提

供
等

が
な

い
）

住
所

地
特

例
の

対
象

対
象

外

11
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○
障

害
者

支
援

施
設

等
の

介
護

保
険

適
用

除
外

施
設

を
退

所
し

、
介

護
保

険
施

設
等

に
入

所
し

た
場

合
に

、

現
行

で
は

当
該

適
用

除
外

施
設

の
所

在
市

町
村

が
保

険
者

と
な

る
が

、
当

該
適

用
除

外
施

設
入

所
前

の
住

所

地
市

町
村

を
保

険
者

と
す

る
よ

う
住

所
地

特
例

を
見

直
す

こ
と

。

３
．
適
用
除
外
施
設
へ
の
住
所
地
特
例
の
適
用
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て

提
案

の
概

要

○
住

所
地

特
例

で
は

、
介

護
保

険
施

設
等

入
所

後
も

引
き

続
き

高
齢

者
が

介
護

保
険

施
設

等
に

入
所

す
る

前
の

自
治

体
に

お
い

て
、

介
護

保
険

の
第

一
号

被
保

険
者

と
し

て
取

り
扱

う
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

、
適

用
除

外

施
設

の
場

合
は

、
障

害
者

の
施

設
に

は
若

年
か

ら
入

所
し

て
お

り
、

介
護

保
険

の
被

保
険

者
資

格
を

持
っ

た
こ

と

が
な

い
方

の
ケ

ー
ス

も
多

く
あ

り
、

住
所

地
特

例
の

仕
組

み
が

な
じ

む
か

ど
う

か
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

。

○
適

用
除

外
施

設
退

所
者

の
介

護
保

険
施

設
入

所
に

か
か

る
課

題
に

つ
い

て
は

、
今

後
入

退
所

者
の

状
況

等

を
含

め
て

実
態

調
査

を
予

定
し

て
お

り
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
ど

の
よ

う
な

対
応

が
可

能
か

否
か

も
含

め
て

検
討

す
る

。

厚
生

労
働

省
と

し
て

の
考

え
方
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（
参
考
資
料
1
0
）
住
所
地
特
例
と
適
用
除
外
施
設
の

関
係
（
現
状
）

Ａ
市

Ｂ
市

（
介

護
保

険
施

設
）

Ｃ
市

（
介

護
保

険
施

設
）

Ａ
市

か
ら

Ｂ
市

に
あ

る
適

用
除

外
施

設
に

入
所

し
た

者
が

退
所

し
、

Ｃ
市

に
あ

る
介

護
保

険
施

設
に

入
所

す
る

場
合

、
適

用
関

係
は

以
下

の
よ

う
に

な
る

。

Ａ
市

が
保

険
者

と
な

り
、

介
護

給
付

費
は

Ａ
市

が
負

担
（
住

所
地

特
例

）

被
保

険
者

（
保

険
者

は
Ａ

市
）

被
保

険
者

（
保

険
者

は
Ｂ

市
）

被
保

険
者

で
な

い

Ａ
市

Ｂ
市

（
適

用
除

外
施

設
）

Ｃ
市

（
介

護
保

険
施

設
）

被
保

険
者

（
保

険
者

は
Ａ

市
）

Ｂ
市

が
保

険
者

と
な

り
、

介
護

給
付

費
は

Ｂ
市

が
負

担
（
住

所
地

特
例

）

Ａ
市

か
ら

Ｂ
市

に
あ

る
介

護
保

険
施

設
に

入
所

し
た

者
が

退
所

し
、

Ｃ
市

に
あ

る
介

護
保

険
施

設
に

入
所

す
る

場
合

、
適

用
関

係
は

以
下

の
よ

う
に

な
る

。

適
用

除
外

施
設

に
入

所
・
入

院
し

て
い

る
者

は
、

介
護

保
険

施
設

と
同

等
若

し
く
は

そ
れ

以
上

の
水

準
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

、
入

所
者

の
入

所
期

間
が

長
期

に
渡

る
実

態
が

あ
り

、
将

来
的

に
も

介
護

保
険

の
給

付
を

受
け

る
可

能
性

が
低

い
こ

と
、

４
０

歳
以

上
の

者
が

一
定

程
度

入
所

し
て

い
る

実
態

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

当
分

の
間

、
介

護
保

険
の

被
保

険
者

と
し

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。

○
適

用
除

外
施

設
退

所
後

の
適

用
関

係
の

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
例

え
ば

適
用

除
外

施
設

入
所

時
が

若
年

の
た

め
、

A市
で

介
護

保
険

の
被

保
険

者
資

格
を

持
た

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
り

、
そ

の
よ

う
な

場
合

に
ま

で
A市

が
介

護
保

険
施

設
入

所
後

の
介

護
費

用
を

負
担

す
べ

き
か

ど
う

か
な

ど
と

い
っ

た
課

題
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

※
A市

で
被

保
険

者
資

格
を

持
た

な
い

場
合

も
あ

る
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（
参
考
資
料
11
）
介
護
保
険
適
用
除
外
施
設

○
介

護
保

険
適

用
除

外
施

設

①
児

童
福

祉
法

に
規

定
す

る
医

療
型

障
害

児
入

所
施

設
（
２

２
７

件
）

②
児

童
福

祉
法

に
規

定
す

る
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

す
る

医
療

機
関

（
当

該
指

定
に

係
る

治
療

等
を

行
う

病
床

に
限

る
。

）
（
８

２
件

）

③
独

立
行

政
法

人
国

立
重

度
知

的
障

害
者

総
合

施
設

の
ぞ

み
の

園
法

の
規

定
に

よ
り

独
立

行
政

法
人

国
立

重
度

知
的

障
害

者
総

合
施

設
の

ぞ
み

の
園

が
設

置
す

る
施

設
（
１

件
）

④
国

立
及

び
国

立
以

外
の

ハ
ン

セ
ン

病
療

養
所

（
１

４
件

）

⑤
生

活
保

護
法

に
規

定
す

る
救

護
施

設
（
１

８
８

件
）

⑥
労

働
者

災
害

補
償

保
険

法
に

規
定

す
る

被
災

労
働

者
の

受
け

る
介

護
の

援
護

を
図

る
た

め
に

必
要

な
事

業
に

係
る

施
設

（
同

法
に

基
づ

く
年

金
た

る
保

険
給

付
を

受
給

し
て

お
り

、
か

つ
、

居
宅

に
お

い
て

介
護

を
受

け
る

こ
と

が
困

難
な

者
を

入
所

さ
せ

、
当

該
者

に
対

し
必

要
な

介
護

を
提

供
す

る
も

の
に

限
る

。
）
（
８

件
）

⑦
障

害
者

支
援

施
設

（
生

活
介

護
を

行
う

も
の

で
あ

っ
て

、
身

体
障

害
者

福
祉

法
の

規
定

に
よ

り
入

所
し

て
い

る
身

体
障

害
者

又
は

知
的

障
害

者
福

祉
法

の
規

定
に

よ
り

入
所

し
て

い
る

知
的

障
害

者
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
（
２

，
６

１
２

件
※

⑧
の

施
設

数
も

含
む

）

⑧
障

害
者

総
合

支
援

法
に

規
定

す
る

指
定

障
害

者
支

援
施

設
（
支

給
決

定
（
生

活
介

護
及

び
施

設
入

所
支

援
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）
を

受
け

て
入

所
し

て
い

る
身

体
障

害
者

、
知

的
障

害
者

及
び

精
神

障
害

者
に

係
る

も
の

に
限

る
。

）

⑨
障

害
者

総
合

支
援

法
に

規
定

す
る

指
定

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
で

あ
る

病
院

（
療

養
介

護
を

行
う

も
の

に
限

る
。

）
（
２

２
７

件
）

原
則

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

に
つ

い
て

は
、

介
護

保
険

の
被

保
険

者
と

な
る

が
、

特
定

の
施

設
（
適

用
除

外
施

設
）

に
入

所
・
入

院
し

て
い

る
者

は
介

護
保

険
の

被
保

険
者

と
し

な
い

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

（
介

護
保

険
法

施
行

法
第

1
1
条

、
介

護
保

険
法

施
行

規
則

第
1
7
0
条

）
。
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